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「三方良し」の精神で 特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

近
江
の
企
業
人
参
画

生
産
・
研
究
拠
点
集
積
会
員
間
で
情
報
交
換

会
長
・
副
会
長
対
談

◇　滋賀産業人クラブ　対談　◇

坂口　康一　会長
（近江鍛工社長）

田　郁雄　副会長
（滋賀銀行専務）

成
長
産
業
進
出
■
既
存
事
業
を
強
化

　
「
近
江

淡
海

」
「
湖
国
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
日
本
最
大
の

湖
、
琵
琶
湖
を
擁
す
る
滋
賀
県

は
、
東
海
道
・
中
山
道
・
北
陸
道

が
合
流
す
る
陸
上
交
通
の
要
衝
で

も
あ
り
、
「
近
江
を
制
す
る
も
の

は
天
下
を
制
す
」
と
言
わ
れ
、
戦

乱
の
地
と
な
っ
た
。
近
代
、
滋
賀

出
身
者
が
全
国
に
転
じ
近
江
商
人

と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
成
功
は
「
琵

琶
湖
の
鮎
は
外
に
出
て
大
き
く
な

る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
に
な
っ

た
。

　
現
在
の
滋
賀
県
は
地
元
企
業
の

ほ
か
京
都
や
大
阪
な
ど
の
大
手
企

業
の
生
産
や
研
究
拠
点
が
集
積
、

ま
た
、
全
国
を
上
ま
わ
る
人
口
増

加
率
な
ど
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い

地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　
滋
賀
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
、
２
０

１
１
年
７
月

日
に
発
足
し
た
、

日
本
産
業
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
中

で
最
も
若
い
産
業
人
ク
ラ
ブ
で
、

製
造
業
を
中
心
に
滋
賀
県
を
代
表

す
る
企
業
人
が
参
画
し
た
。
会
社

の
歴
史
や
事
業
は
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
「
売
り
手
よ
し
、
買
い
手
よ

し
、
世
間
よ
し
」
の
「
三
方
良

し
」
と
い
う
近
江
商
人
の
精
神
を

備
え
、
新
エ
ネ
創
エ
ネ
、
医
療
や

航
空
機
、
環
境
関
連
な
ど
成
長
産

業
へ
の
進
出
、
既
存
事
業
の
強
化

な
ど
、
経
営
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

三
方
良
し
の
精
神
で
臨
み
、
共
存

共
栄
を
目
指
す
。

　
滋
賀
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
坂
口
康

一
会
長

近
江
鍛
工
社
長

は

「
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
。
地
域
や
各
社
が
発
展
、
成
長

で
き
る
よ
う
、
ア
イ
デ
ア
を
交
換

し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い

る
。
会
員
数
も
ま
だ
多
く
な
い
こ

と
か
ら
単
独
の
活
動
は
難
し
く
、

大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
と
合
同
で
、

工
場
視
察
会
や
懇
親
ゴ
ル
フ
会
、

各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
新
年
互
礼
会
な

ど
の
開
催
が
主
な
活
動
と
な
っ
て

い
る
。

　
６
月

日
に
開
い
た
平
成

年

度
通
常
総
会
で
は
、
事
業
報
告
や

収
支
な
ど
議
案
の
ほ
か
、
定
期
的

な
活
動
実
施
を
確
認
し
た
。
記
念

講
演
会
は
中
小
企
業
を
対
象
に
し

た
日
本
初
の
知
的
財
産
組
合
「
け

い
は
ん
な
知
財
組
合
」
発
足
を
支

援
し
た
中
村
公
一
Ａ
ｐ
ｅ
ｘ
　
Ｉ

Ｐ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
代
表
が
、

小
説
「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」
を
モ
チ

ー
フ
に
知
的
財
産
を
活
用
し
た
攻

め
と
守
り
の
経
営
に
つ
い
て
講

演
、
会
員
か
ら
は
初
め
て
聞
く
知

的
財
産
組
合
な
ど
に
つ
い
て
高
い

関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
で
は
、
現
在
の
滋
賀
産
業
人
ク

ラ
ブ
の
会
員
を
紹
介
し
よ
う
。

　
▽
木
村
泰
始
ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム

社
長
▽
井
上
昇
井
之
商
社
長
▽
田

中
守
イ
マ
ッ
ク
社
長
▽
二
反
田
隆

治
エ
フ
エ
ム
滋
賀
社
長
▽
坂
口
康

一
近
江
鍛
工
社
長
▽
大
木
武
彦
大

木
工
藝
社
長
▽
魚
谷
禮
保
大
阪
ウ

ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
工
業
会
長
▽
桐
野

茂
ク
リ
ス
タ
ル
光
学
社
長
▽
石
田

晃
朗
甲
賀
高
分
子
会
長
▽
石
井
太

湖
北
工
業
社
長
▽

田
郁
雄
滋
賀

銀
行
専
務
▽
湊
加
津
夫
夏
原
工
業

常
務
▽
廣
瀬
一
輝
廣
瀬
バ
ル
ブ
工

業
会
長
▽
寺
村
正
和
ビ
ワ
ラ
イ
ト

取
締
役
▽
大
日
常
男
山
科
精
器
社

長　
特
別
会
員
と
し
て

　
▽
高
田
紘
一
滋
賀
経
済
団
体
連

合
会
会
長
、
滋
賀
銀
行
特
別
顧
問

▽
大
柳
満
之
龍
谷
大
学
理
工
学
部

長
・
理
工
学
研
究
科
長
▽
笠
原
健

一
立
命
館
大
学
理
工
学
部
長
・
理

工
学
研
究
科
長

坂
口
会
長

田
副
会
長

自
然
災
害
少
な
く
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
有
利
田
氏

医
療
・
航
空
機
な
ど
成
長
分
野
照
準
坂
口
氏

　
安
倍
晋
三
政
権
の
経
済
政
策

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
効
果
も
あ

り
、
一
部
の
経
営
環
境
に
明
る
い

兆
し
が
見
え
始
め
た
。
滋
賀
産
業

人
ク
ラ
ブ
の
坂
口
康
一
会
長

近

江
鍛
工
社
長

、

田
郁
雄
副
会

長

滋
賀
銀
行
専
務

が
対
談

し
、
滋
賀
県
や
滋
賀
産
業
人
ク
ラ

ブ
メ
ン
バ
ー
ら
滋
賀
企
業
の
強
み

な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

■
　
　
□

　
―
現
在
の
経
済
環
境
、
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
の
効
果
や
期
待
は
。

　

田
　
一
番
肝
心
な
の
は
成
長

戦
略
で
あ
る
第
３
の
矢
。
第
１
、

第
２
の
矢
の
金
融
・
財
政
を
含

め
、
国
や
首
相
の
成
功
さ
せ
よ
う

と
い
う
意
気
込
み
が
ひ
し
ひ
し
伝

わ
り
、
こ
れ
が
期
待
に
な
っ
て
い

る
。
国
内
総
生
産

Ｇ
Ｄ
Ｐ

が

年
換
算
で
２
・
６
％
増
と
い
う
数

値
は
期
待
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
い

か
。
た
だ
、
当
行
の
し
が
ぎ
ん
経

済
文
化
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
原
材
料

や
燃
料
費
高
騰
が
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

要
因
と
な
り
、
今
は
実
態
と
し

て
、
す
べ
て
が
好
影
響
を
受
け
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
坂
口
　
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因
の

影
響
は
明
ら
か
だ
。
円
安
に
な
れ

ば
仕
事
が
増
え
、
も
の
が
売
れ
る

と
思
っ
て
い
た
が
、
今
は
マ
イ
ナ

ス
面
だ
け
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

購
入
価
格
は
高
く
、
販
売
価
格
は

低
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い

る
。
製
造
業
全
般
に
言
え
る
こ
と

だ
が
、
円
高
で
大
手
を
中
心
に
海

外
に
拠
点
を
シ
フ
ト
し
た
。
と
こ

ろ
が
今
の
円
安
で
戻
っ
て
き
た
か

と
言
え
ば
そ
う
で
も
な
い
。
生
き

残
り
に
は
、
同
じ
よ
う
に
海
外
に

出
る
、
も
し
く
は
と
ど
ま
る
の
二

者
択
一
で
、
当
社
は
滋
賀
に
と
ど

ま
る
こ
と
に
し
た
。

　
―
滋
賀
県
の
魅
力
は
、
メ
リ
ッ

ト
は
。

　

田
　
産
業
と
い
う
視
点
で
み

れ
ば
、
全
国
で
最
も
製
造
業
比
率

が
高
い
と
こ
ろ
で

・
６
％
を
超

え
る
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

も
厳
し
か
っ
た
が
、
こ
の
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
成
否
を
測
る
地
域
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
京
都

や
奈
良
な
ど
昔
の
都
と
同
様
、
風

水
害
や
地
震
な
ど
自
然
災
害
の
少

な
い
地
域
で
、
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

上
で
も
有
利
。
交
通

網
の
要
衝
で
も

あ
り
、
道
路
、

鉄
道
、
港
が
近

く
物
流
戦
略
を

考
え
る
上
で
メ

リ
ッ
ト
は
大
き

い
。
取
引
先
を

見
て
い
る
と
、

近
江
商
人
の
流

れ
を
く
む
企
業

が
多
い
の
も
魅
力
だ
。
売
り
手
よ

し
買
い
手
よ
し
世
間
よ
し
の
「
三

方
良
し
」
の
精
神
と
進
取
気
鋭
の

経
営
者
が
本
当
に
多
い
と
感
じ
て

い
る
。

　
―
坂
口
会
長
の
会
社
は
滋
賀
に

と
ど
ま
り
ま
す
。

　
坂
口
　
事
業
が
超
大
型
の
鍛
造

と
い
う
特
有
の
理
由
で
、
大
型
の

プ
レ
ス
装
置
も
圧
延
機
も
加
熱
炉

も
移
す
の
は
難
し
い
決
断
だ
。
と

こ
ろ
で
創
業

年
前
後
で
戦
後
誕

生
し
た
企
業
は
多
い
と
思
う
。
確

か
に
今
は
厳
し

い
が
、
先
達
は

同
じ
よ
う
な
苦

労
を
乗
り
越
え

て
き
た
。
こ
れ

は
「
三
方
良

し
」
の
精
神
は

少
な
か
ら
ず
役

立
っ
て
い
る
と

思
う
。
ず
っ
と

仕
事
で
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
、

い
つ
の
ま
に
か
大
事
な
顧
客
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多

い
。

　
―
滋
賀
企
業
の
強
み
は
。

　

田
　
企
業
判
断
は
決
算
書
や

財
務
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
見
る
が
、

最
も
大
事
な
の
は
経
営
者
の
考
え

方
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
確
認

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
滋
賀
企
業

の
経
営
者
は
真
っ
正
直
の
人
が
多

く
、
取
引
先
に
恵
ま
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
。
遊
休
不
動
産
の
処

分
な
ど
財
務
リ
ス
ト
ラ
だ
け
で
な

く
、
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
も

旺
盛
で
、
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
向
か
う

姿
勢
も
頼
も
し
い
。

　
―
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

企
業
の
強
み
は
。

　
坂
口
　
エ
フ
エ
ム
滋
賀
の
よ
う

に
骨
髄
バ
ン
ク
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
開
催
で
社
会
貢
献
に

熱
心
な
ほ
か
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

環
境
、
新
素
材
な
ど
各
社
さ
ま
ざ

ま
で
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
で
は
井
之

商
は
独
自
ア
イ
デ
ア
の
太
陽
光
照

明
シ
ス
テ
ム
「
ス
カ
イ
ラ
イ
ト
チ

ュ
ー
ブ
」
で
、
燃
料
コ
ス
ト
ゼ
ロ

の
照
明
を
提
案
し
て
い
る
。
イ
マ

ッ
ク
や
ク
リ
ス
タ
ル
光
学
は
環
境

へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
敏
感
に
感

じ
取
り
、
早
い
時
期
か
ら
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
事
業

に
乗
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
廃

水
処
理
施
設
な
ど
で
定
評
の
あ
る

夏
原
工
業
は
水
や
大
気
な
ど
環
境

測
定
事
業
な
ど
に
加
え
、
太
陽
光

発
電
事
業
に
参
入
し
た
。

　
医
療
や
航
空
機
な
ど
成
長
分
野

を
に
ら
ん
だ
取
り
組
み
も
注
目

だ
。
山
科
精
器
は
細
胞
分
離
装
置

や
疑
似
血
液
な
ど
医
療
関
連
に
進

出
、
医
療
機
器
の
品
質
保
証
規
格

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
４
８
５
」
を
取

得
。
湖
北
工
業
は
ア
ル
ミ
電
解
コ

ン
デ
ン
サ
ー
用
リ
ー
ド
線
端
子
が

主
力
だ
が
、
石
英
ガ
ラ
ス
の
透
明

性
を
活
用
し
た
検
体
容
器
開
発
な

ど
医
療
分
野
へ
の
展
開
を
進
め
て

い
る
。
ク
リ
ス
タ
ル
光
学
や
近
江

鍛
工
は
航
空
宇
宙
産
業
の
国
際
規

格
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
９
１
０
０
」
認
証

を
取
得
、
市
場
開
拓
を
狙
っ
て
い

る
。

　
新
素
材
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
る
の
が
大
木
工
藝
だ
。
炭
素
技

術
を
活
用
し
、
歯
茎
マ
ッ
サ
ー
ジ

ロ
ー
ラ
ー
な
ど
を
製
品
化
し
て
い

る
が
、
注
目
は
電
気
二
重
層
キ
ャ

パ
シ
タ
用
多
孔
質
活
性
炭
だ
。
瞬

時
停
電
対
策
や
電
気
自
動
車
の
急

速
充
電
用
途
な
ど
が
見
込
め
る
。

ま
た
、
ビ
ワ
ラ
イ
ト
の
鉛
フ
リ
ー

合
金
「
ビ
ワ
ラ
イ
ト
」
は
新
し
い

バ
ル
ブ
素
材
と
し
て
期
待
さ
れ

る
。
ビ
ス
マ
ス
な
ど
レ
ア
メ
タ
ル

不
要
で
、
環
境
や
コ
ス
ト
に
優
し

い
素
材
だ
。

　
海
外
展
開
も
ひ
と
味
違
う
。
大

阪
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
工
業
は
中
国

・
山
東
省
の
東
営
経
済
技
術
開
発

区
に
第
一
日
本
工
業
団
地
を
設
け

て
い
る
。
日
本
企
業
が
連
携
し
て

中
国
で
も
の
づ
く
り
を
行
お
う
と

い
う
試
み
で
、
既
に
複
数
社
の
日

本
企
業
が
進
出
済
み
だ
。
ポ
ン
プ

の
ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
は
２
０
１
２

年
末
に
中
国
工
場
を
設
け
た
ば
か

り
で
、
今
後
の
運
営
が
期
待
さ
れ

る
。

　
地
道
に
も
の
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
業
界
の
注
目
を
集
め
る
企
業

も
多
い
。
甲
賀
高
分
子
は
高
分
子

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

で
、
フ
ィ
ル

ム
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
抑
制
緩
衝
材

な
ど
環
境
対
応
製
品
、
包
装
製
品

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
廣
瀬
バ
ル

ブ
工
業
は
油
圧
用
バ
ル
ブ
の
専
業

メ
ー
カ
ー
で
、
品
質
や
精
度
向
上

を
極
め
て
い
る
。
近
江
鍛
工
は
ロ

ー
リ
ン
グ
鍛
造
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ

ー
で
船
舶
向
け
な
ど
大
型
リ
ン
グ

鍛
造
で
他
社
の
追
随
を
許
さ
な

い
。

　
―
滋
賀
銀
行
は
地
域
振
興
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
る
。

　

田
　
４
月
、
第
５
次
長
期
経

営
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

月
の
創
立

周
年
を
機
に
、
あ
ら

た
め
て
地
域
経
済
へ
の
さ
ら
な
る

貢
献
な
ど
を
打
ち
出
し
、
「
地
域

振
興
室
」
を
新
設
し
た
。
環
境
や

医
療
な
ど
の
成
長
分
野
で
第
二
創

業
や
進
出
を
支
援
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
普
及
創
出
を
目
指
す
。
「
サ

タ
デ
ー
起
業
塾
」
は
新
規
事
業
創

出
を
サ
ポ
ー
ト
、
受
講
者
の
中
か

ら
優
れ
た
取
り
組
み
に
「
し
が
ぎ

ん
野
の
花
賞
」
を
贈
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
イ
マ
ッ
ク
、
ア
ク
ア

シ
ス
テ
ム
、
井
之
商
、
大
木
工

藝
、
山
科
精
器
が
受
賞
。
会
員
各

社
の
活
躍
の
ほ
ん
の
一
例
だ
。

　
坂
口
　
産
業
人
ク
ラ
ブ
と
し
て

も
、
滋
賀
経
済
を
リ
ー
ド
す
る
企

業
が
１
社
で
も
多
く
輩
出
で
き
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ
活
動

を
実
施
し
た
い
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ８月３０日 金曜日 　　


